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廿日市高等学校

創立１００周年
　　　記念特集号　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
平
成
25
年
の
新
春
を

お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

廿
日
市
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
、
昭
和
40
年
卒
業
の
山
本
浩
二
で
す
。

　

廿
高
は
私
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
青
春
を
過
ご
し
た
故
郷
で
あ
り
、
心
の
拠
り
所
で
す
。

す
ば
ら
し
い
廿
高
の
歴
史
を
創
っ
た
卒
業
生
や
先
生
方
が
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
廿
高
が

大
好
き
で
す
。
母
校
へ
の
想
い
は
皆
様
も
私
と
同
じ
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

廿
日
市
高
等
学
校
の
創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
に
あ
た
っ
て
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
発
展
を
願
い
、
皆
様
と
共
に
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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桜
尾
同
窓
会
会
長　
　

西　

村　

慎　

治

　

廿
日
市
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
　
　

副
実
行
委
員
長　

挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
廿
日
市
高
等
学
校
桜
尾
同
窓
会
の
活
動

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
桜
尾
同
窓
会
の
活
動
に
、

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
経
緯

一
．
平
成
21
年
12
月
に
廿
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
桜
尾
同
窓
会
の
三

者
が
初
会
合
を
開
き
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
の
設
立

二
．
平
成
23
年
６
月
桜
尾
同
窓
会
総
会
で
廿
高
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
施
の
決
定

　
　
　（ 

設
立
か
ら
の
約
１
年
半
、
三
者
間
で
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
、
二
転
三
転
し
な
が
ら
も
事
業
内
容
の
検
討
協
議 

）

三
．
平
成
24
年
春
、　

学
校
の
顔
と
も
い
う
べ
き
正
門

　
　

創
立
１
０
０
周
年
・
・
・
そ
し
て
未
来
へ　
【
桜
尾
門
】

を
創
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。

四
．
平
成
24
年
秋
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
長

に
、
40
年
卒
の
山
本
浩
二
さ
ん
に
決
定
し
、
よ
う
や
く

本
格
的
に
実
行
委
員
会
が
動
き
出
し
た
年
で
す
。

　

今
年
は
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会

第
30
代
学
校
長　
　

才　

木　

裕　

久

　

廿
日
市
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
　
　

副
実
行
委
員
長　

挨
拶

　

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
大
正
４
年
創
立
の
広
島
県
立
廿
日
市
高
等
学
校

が
、
ま
も
な
く
開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
行
う
た
め
の
実

行
委
員
会
も
組
織
さ
れ
、
昨
年
末
に
は
本
校
の
同
窓
生
で

あ
り
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
監
督
の
山
本
浩
二
さ
ん
が
実
行

委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、
記
念
式
典
、
記
念
事
業
、
記

念
誌
発
刊
の
三
大
事
業
を
柱
と
し
て
お
り
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
べ
く
定
期
的
に
準

備
会
議
も
開
催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
万
人
を
超
え
る
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の
力
を
結
集
し
、

盛
大
な
記
念
事
業
と
な
る
よ
う
、
お
一
人
お
一
人
の
力
を
結

集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

等
の
実
施
面
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
、
同
じ
学
舎
を
巣
立
っ
た

同
窓
生
や
恩
師
と
の
再
会
、
世
代
を
超
え
た
新
し
い
出
会

い
、
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
の
心
の
絆
が
で
き
、

広
が
り
あ
る
未
来
へ
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

廿
日
市
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

会
長　

久　

保  　

透

　

廿
日
市
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
　

副
実
行
委
員
長　

挨
拶

　
　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と

す
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
廿
日
市
高
等
学
校
で
は
、
今
年
度

か
ら
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
指
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
昨
年
６
月
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ス

ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
校
と
の
姉
妹
校
提
携
の
調
印
、 

11

月
に
は
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
著
名
な
方
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

廿
日
市
高
等
学
校
で
学
ぶ
生
徒
が
、
自
ら
学
び
、
考
え
、

判
断
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
で
広
い
視
野
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

学
校
と
保
護
者
が
一
体
と
な
り
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

来
る
べ
き
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
学
校
や
桜
尾
同

窓
会
と
一
致
協
力
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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○
事
業
計
画

百
周
年
記
念
事
業
総
事
業
費　
　
　
　
　

６
，
０
０
０
万
円

　

記
念
事
業
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
，
１
０
０
万
円

１
．【
桜
尾
門
】を
創
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

３
，
１
０
０
万
円

　
　

創
立
１
０
０
周
年
・
・
・
そ
し
て
未
来
へ　

　
　

学
校
の
顔
と
も
い
う
べ
き
正
門
、
こ
こ
を
巣
立
っ
て

い
っ
た
同
窓
生
、
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
母
校

に
ゆ
か
り
の
あ
る
者
に
と
っ
て
、
心
の
拠
り
所
に
な
る

【
桜
尾
門
】で
す
。

２
．
教
育
環
境
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
万
円

　
　

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
指
定
を
受
け
、
教
育
活
動
の
資
質

向
上
を
図
る
目
的
で
、
３
学
年
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
に
、

学
習
機
材
の
設
置
を
行
う
。

　

記
念
行
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
万
円

１
．
記
念
式
典
・
講
演　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

２
．
記
念
祝
賀
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　
　
　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
11
月
、
在
校
生
・
卒
業

生
及
び
関
係
者
を
お
招
き
し
、
校
外
施
設
に
て
開
催
し

ま
す
。
１
０
０
年
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
深
く

感
謝
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
今
後
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
す
る
場
と
し
て
挙
行
し
ま
す
。

３
．
百
周
年
記
念
誌
・
デ
ー
タ
ー
化　
　

１
，
１
０
０
万
円

　
　
　

学
校
創
立
か
ら
１
０
０
年
の
歴
史
は
も
と
よ
り
、
設

立
当
時
に
お
け
る
廿
日
市
の
地
域
や
社
会
の
様
子
、
佐

伯
郡
の
工
業
教
育
を
担
っ
て
き
た
歴
史
、
校
内
外
の
資

料
を
活
用
し
編
纂
刊
行
し
ま
す
。

　
　

　

事
務
諸
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

１
．
事
務
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
万
円

２
．
郵
送
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
０
万
円

３
．
広
報
活
動
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

 

  

募
金
の
お
願
い

　

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会
が
一
体
と
な
り
《
廿
日
市
高
等
学
校
創
立
百
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
》
を
設
立
し
記
念
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
に
当
た
っ
て
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
更
な
る
飛
躍
・
発
展
を

期
す
る
べ
く
、
記
念
事
業
の
内
容
を
、【
桜
尾
門
】
を
創
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
記
念
式
典
の
開
催
・
記
念
誌
の
発
刊

の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
に
是
非
と
も
ご
賛
同
賜
り
、

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
ま
た
出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
資
金
と
し

て
皆
様
の
募
金
を
仰
ぎ
た
く
謹
ん
で
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
記
念
行
事
が
成
功
裏
に
行
わ
れ
、
廿
日
市
高
校
の
更
な

る
発
展
の
礎
と
な
る
よ
う
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
募
金
の
期
間

　
　
　

平
成
24
年
12
月
〜
平
成
27
年
11
月

２
．
募
金
の
目
標
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
千
万
円

３
．
募
金
の
方
法

　
　

①　

個
人
に
よ
る
募
金　
　
　
　
　
　
　

１
口
５
千
円

　
　

②　

法
人
に
よ
る
募
金　
　
　
　
　
　
　

１
口
１
万
円

　
　

た
だ
し
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
有
り
難
く
お
受
け
致
し
ま
す
。

４
．
募
金
に
つ
い
て
は
、
税
法
上
の
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

詳
し
く
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
．
払
込
方
法

　
　

○ 

郵
便
局

　
　
　

同
封
の
払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
寄

　

り
の
郵
便
局
か
ら
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

○ 

広
島
信
用
金
庫

　
　
　
（
店
番
０
８
２
口
座
番
号
０
３
５
８
５
３
２
）

へ
振
込
み
下
さ
い
。

創立100周年・・・そして未来へ

桜尾門を創ろうプロジェクト
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総 会 ・ 懇 親 会
廿日市高校桜尾同窓会ご案内

日  時　 ６ 月　22 日（土）　午後 ５ 時より

場  所　 メルパルク広島　６Ｆ「平成」　広島市中区基町６－３６　℡(082)222－8501

会  費　 ６，０００円　ただし平成 25 年～ 16 年の卒業生は３，０００円

幹  事 　当番卒業生　昭54・平元・平11年　（責任者　昭54卒）

廿高創立１００周年記念事業実行委員会からのお願い
１．100 周年記念事業をとり行うにあたり、実行委員会では下記学年の卒業アルバムを

　　探しています。お持ちの方でお貸し頂ける方はぜひご連絡下さい。

　　《大正時代～昭14卒　昭26卒　昭28卒　昭29卒　昭30卒　昭33～38卒》

２．廿高を卒業した皆様と共に 100 周年記念事業を推進するに当たり、皆様方のご理解

　　ご協力ご支援が必要となります。

　　各学年の代表者が中心となり各学年の絆を深め、各学年が手をつなぎ記念事業を支え

　　るサポーター組織を構築することとしましたが、事務局では、各学年の生徒会長や学

　　年代表者の全てを掌握出来ていません。この事情をご理解して頂き、生徒会長・学年

　　代表者の方々又ご存知の方は、事務局までご連絡をお願い致します。

《 連絡先 》　廿日市高等学校創立１００周年記念実行委員会の事務局は、桜尾同窓会事務局内で行っています。
　　　　　広島県立廿日市高等学校桜尾同窓会　事務局
　　　　　〒 738-0004　　広島県廿日市市桜尾３－３－１
　　　　　TEL（0829）32-9030  FAX（0829）32-8141　 E-mail : sakurao@hatsukaichi-hs.com
　　　　　　住所変更（住居表示変更も含む）改姓は、ぜひ事務局へお届けください。
　　　　　　月～金曜（10：00～ 15：00）にお願いします。

廿日市高等学校創立１００周年

　　 記念事業ロゴマーク
高校生と共に百周年を迎えるにあたり、高校生がロゴマークをデザインしました。

１００周年記念事業のキャラクターのデザインを募集しています。

個人情報の取り扱いについて
　個人情報が乱用されています。学校や同窓会などを名乗って、ハガキ・電話等があった場合は、すぐに

お応えにならず、同窓会事務局で折り返し確かめられるのが安全です。特にお留守の方にお伝え下さい。

　廿高桜尾同窓会では、個人情報保護法の法令を遵守し、ご提供いただいております個人情報は、適切に

取り扱うとともに正確性・機密性保持に万全を尽くすよう努めています。


